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鳥取県特別支援学校技能検定の実施結果について 

 

平成２９年１０月１３日 

特 別 支 援 教 育 課 

 

１ 実施期日  平成２９年１０月５日（木）・６日（金） 

午前９時５０分から午後３時３０分まで 

 

２ 会 場  県立琴の浦高等特別支援学校 

689-2501 鳥取県東伯郡琴浦町赤碕１９５７－１ 

 

３ 参 加 者  県内特別支援学校高等部生徒５８名 

         白兎養護学校１名、倉吉養護学校１４名、県立米子養護学校７名 

         琴の浦高等特別支援学校３６名 

 

４ 実施内容  清掃部門・喫茶サービス部門 

 

５ 認定者 

清掃部門 受検者数３６名 

（１）マスター検定（床及び机上清掃） 受検者数１８名 

  

 

 

（２）マスター検定（じゅうたん床清掃及びガラス・窓枠清掃） 受検者数９名 

  

 

 

（３）チャレンジ検定（床清掃） 受検者数７名 

１級 ２級 

５名 ２名 

（４）チャレンジ検定（じゅうたん床清掃） 受検者数２名 

２級 

２名 

 

喫茶サービス部門 受検者２２名 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

１名 ６名 ２名 １１名 １名 １名 

 

 

 

 

１級 ２級 

１５名 ３名 

１級 ２級 ３級 

４名 ３名 ２名 

１ 



 

 

６ 審査員長総評 

（１）清掃部門（照下審査委員長）  

年々、技能検定に参加する生徒のレベルが上がってきている。卒業後どのような

場に就職した場合でも清掃はついて回ってくる。この検定を通して学んだことを、

今後の仕事や生活に生かしていってほしい。 

（２）喫茶サービス部門（林審査委員長） 

喫茶サービス部門も今年度で２年目になり、参加された生徒のみなさんの動きが

スムーズになってきて、レベルも上がってきている。トレーの持ち方など技術的

に気をつける点もあり、さらに向上を目指してほしい。また、検定という緊張す

る場ではあるが、接客には笑顔が大切であり、笑顔を意識して取り組んでほしい。 

 

７ 参加生徒の感想 

【清掃部門】 

〇最初は緊張しました。始めてみると、難しくはなかったけど、かなりゆっくりにな

ってしまいました。練習をしてがんばってきたことが、本番にできて良かったです。

次はミスを減らしたいです。 

〇マスター検定のじゅうたん床清掃窓枠検定をしました。放課後に練習をした成果で

１級がとれたので、うれしかったです。あと最後までがんばれたのが良かったです。 

〇技能検定に初めて参加したので、とても緊張したけれど、最後まで自分の精一杯の

力でできました。無事に終わってホッとしています。 

【喫茶部門】 

〇去年と同じ級だったのですごく悔しいです。１級をとろうと思っていたので・・・。

もう少し頑張れば良かったと思いました。 

〇緊張しました。でも、練習した成果を発揮したいと思ってやりました。結果は４級

でした。３級か２級がとりたいと思っていたので悔しいと思いました。なので、来

年また挑戦して、もっと上を目指したいです。 

 

８ 当日の様子 

 

   

 

  

２ 


